[image: image1.emf]





目 次
略号　･･･3

総長の説教　･･･4
Ⅰ．本質への回帰―フランシスカン生活の再建―　･･･9

Ⅱ．小さき兄弟会創立８００周年：１２０９－２００９　―創立の恵み―　･･･21
略号

聖書

Jn
ヨハネによる福音書

Acts
使徒たちの宣教

Ps 
詩編

Mt
マタイによる福音書

Jr
エレミヤの預言

Mk
マルコによる福音書

フランシスコの書物

LDA
賛美の

RnB
非裁可会則

LtO
全兄弟会への手紙

Test
遺言

伝記

1Cel
チェラノによる聖フランシスコの第一伝記

クララの書物

TestCl
クララの遺言

フランシスコ会の公文書

LgP
２００３年総集会総括文書

NMI
記念から預言へ

Ongoing formation in the Order of Friars Minor
フランシスコ会における生涯養成

GGCC
会憲

教会の公文書

VC
奉献生活
総理事会と管区長協議会会長の会議

ローマ、２００４年５月２５－２６日

総長の説教

聖霊来てください

Act 20, 17-27/ Ps 67/ Jn 17,1-11

親愛なる兄弟の皆さま、主が平安をお与えくださいますように！

２００３年の聖霊降臨の総集会をアシジで開いてから丁度一年になります。その時に深い兄弟愛を体験すると同時に、回心への緊急の呼びかけを聖霊からいただきました。「心地よい生活様式に適応させようとし、福音の預言的な言葉を薄めて解釈することのないようにしなければならないことを私たちは理解しています。反対に、私たちは霊を受け入れ、個人的レベルでも、共同体レベルでも、『再び生まれる』（Jn3,3）ことの福音的緊急性を内面から感じ取っていきたいと思います」（LgP2）。

会の執行部はこの一年間、教会および現代世界において本会の召命と使命が要求することに応えることができるために、この緊急のメッセージを推進すべく努めてきました。私たちは「主から与えられた任務を果たす」（Acts 20,24）ために努力を惜しまなかった、と主の御前ではっきり言うことができると思います。私たちはこのプロセスを独りで歩んでいるわけではありません。私たちはすべての兄弟の協力、管区長たち、特に皆さんたち管区長協議会の親愛なる会長の皆さまのご協力を頼りにしております。ですから、私の最初の言葉は、私たちが修道誓願において約束したことに日々よりよく答えることができるように、皆さんが諸協議会の、つまりは兄弟会の活性化のためにやってくださっているすべてのことに対する感謝の言葉です。

私は今、聖パウロのように、神に対する悔い改めと、私たちの主イエスに対する信仰とを証しする（Acts 20,24）ようにすべての兄弟に頼むことによって、皆さまがこの活性化を継続してくださるように、お願いいたします。この恵みの時に、あなた方に委ねられた兄弟たちの中にあって、神の恵みの福音を証し続けてください（Acts 20,24）。この瞬間（カイロス）において、聖霊に心を開いてくださるようにお願いいたします。聖パウロのように、私たちもどんなことがこの身に起こるか分からないのです（Acts 20,22）。しかし、一つのことだけははっきりしています。今という時は、修道生活にとっても、フランシスカン生活にとっても困難な時だということです。現代は恵みと試練の時です。なぜなら、聖アウグスチヌスが言っているように、私たちは「この世からの迫害と神の慰めとの間に」いるからです（神の国XVIII, 51, 2）。現代は困難な時代であると同時に、美しい時代です。なぜなら、私たちはこれらの時代を「過去の記念としてばかりでなく、未来の預言として」（NMI 3）生き抜くように招かれているからです。私たちには美しい任務があります。それは、新しい千年紀の幕開けに朝の歩哨となることです。

皆さんたちが昨日行なわれた協議会に関する報告を聞きながら、私は何人かの方たちが懸案事項として兄弟の人数の減少を挙げておられることに気が付きました。私は深い信念をもって、皆様方に次のように申し上げたいと思います。「人数は重要ですが、私たちが本当に心配しなければならないのは、兄弟たちおよび兄弟共同体の生活の福音的な質なのです。私たちが光、塩、パン種となることができなければ、人数が増えてもどれほどの価値があるでしょうか？私たちの生活が平凡なものになるとしたら、人数を維持したところでどれほどの価値があるでしょうか？親愛なる兄弟の皆さま、まさに、フランシスカン的な奉献生活の霊的な質こそ、絶対的な価値に渇いている現代の人々の心を打つことができるのだということを思い起こしましょう。こうして、奉献生活は人々を引きつけるあかしとなるでしょう（VC 93）。

親愛なる兄弟の皆さま、私は今こそ聖霊の導きに身を委ねる時だと確信しております。聖霊によって、私たちは愛の十全な交わりと教会における奉仕のうちに、キリストに似たものとされるのです（VC93参照）。私たちの主要な任務は、聖霊に完全に身を委ねながら、「神の意思をたえず熱心に探し求めること」（VC 84）であることを、私は確信しております。私たちが生きなければならない歴史のこの瞬間に私たちに求められているもっとも重要なことは、聖霊の内なる声に耳を傾けることであることを、私は確信しております。聖霊は、現代世界の新しい諸問題に対する新しい答えを導き出すように私たちを招いてくれています。この声に耳を傾ける人だけが、主のご意志を正確に識別することができ、そのご意志を即座に勇気をもって明晰な選択と具体的な行動に移すことができるのです。

兄弟の皆さま、会のまことの総長である聖霊をいただく準備をしながら、聖霊がいてくださらなければ、神は遠い存在になり、キリストは過去のものとなり、福音書は空文にすぎず、宣教は単なる宣伝に終わり、キリスト者の行動は道徳に縛られているにすぎないものとなってしまうことを心に留めましょう。それとは対照的に、聖霊がいてくだされば、神は御子と御子を信じるすべての人に栄光を与えてくださる父となられます。すなわち、イエス･キリストが神によって遣わされ、復活されたキリストがそこにおられ、福音書が生命の力であり、宣教が新しい聖霊降臨であり、キリスト者の行動が天におられる御父に栄光を帰することであることを信じるすべての人に、神は栄光を与えてくださる父となられるのです。

聖霊よ、来てください、そして私たちの心を変えてください。聖霊よ、来てください、そして私たちの不安を勇気に、臆病を証しに、平凡さを神と人類への情熱に変えてください。聖霊よ、来てください、そして私たちを墓から引き上げてください。あなたによって活力を与えられ、死のあるところで生命と交わり、冷たいところで炎と交わり、無関心と諦めと倦怠が支配するところで希望と交わることができるように。聖霊よ、来てください。そうすれば、悲しみは幸せに、嘆きは喜びに、疲れは勇み足に変わるでしょう。聖霊よ、来てください。疲れ果てた地球を救ってください。私たちを死の闇から救ってください。そうすれば、私たちは「神は永遠に称えられますように」（Ps 67）と歌うでしょう。

Ⅰ．本質への回帰

―フランシスカン生活の再建―
総長  兄弟ホセ・ロドリゲス・カルバッリョ、ofm

１　奉献生活は死んではいませんし、病気でもありません。多分眠っているのだと思います。春もそろそろ終わりに近づき、春眠から覚める時が来ました。夜が明け、目覚めの時がやってきたのです。新しい季節が始まりました。失ったことはないが、多分まだ充実してはいない活力と「ショック」を与える力とを取り戻すには絶好のチャンスです。そうです、過去を感謝の心で振り返り、未来を希望を持って見つめ、現在を情熱を込めて生きる絶好のチャンスが訪れたのです。（NMI 1参照）。

２　神に対する情熱と人類に対する情熱は、フランシスコの特徴であり、彼の人生に意味を与えるものでした。神への情熱と人類への情熱は、おそらく、今日の私たちに欠けているものであり、また、人々が、兄弟姉妹が私たちに期待しているにちがいないものなのです。この情熱を私たちはどうすれば取り戻す、あるいは強めることができるでしょうか？

福音に基づいたラディカルな生活を送り、ダイナミックに動いていることを求められて

３　すべての努力とエネルギーの源である価値観が召命と宣教使命に基づいてラディカルに実践されたときに初めて、情熱というものを取り戻すことができることを、私は確信しております。ラディカルな姿勢は、大事を成し遂げるためにも、重要な対策を講じるためにも大切なものです。私たちの祈りの生活、兄弟的生活、宣教使命は、ラディカリズムがなければ、「外（よそ）」に対して重みもないし、「内」に対し情熱を起こすこともないでしょう。神の国の価値観に完全に魅せられることによって生まれるあのラディカリズムがなければ、情熱も影響力もないのです。

４　しかし、福音的ラディカリズムは、エネルギーの分散を防ぐために焦点を絞る必要があります。皮相的にならないために本物でなければなりません。また、あまり重要でないものを捨てるために識別が必要ですし、広い視野を保ちつつ中心に近づくために、今日の修道生活やフランシスカン生活に突きつけられている新しくて困難な挑戦に対して、新しい大胆な答えを出すために、深いものをめざし、根源に向かう動きが必要です。

５　奉献生活とフランシスカン生活の特徴は、さまざまなところから突きつけられる挑戦に対して適切な応答を絶えず探し求める姿勢です。フランシスカン家族内のさまざまな改革はそのことの表れです。時のしるしを福音書の教えに照らして読み取り、解釈することをすべてのキリスト者、すべての奉献者は求められていますが、そのためには、この姿勢が必要です（Lk 12,56参照）。イエスの弟子であるために決定的なことは何もないのですが、私たち奉献者は歴史の出来事の中で語られる主の御声に耳を傾け、その御声の中に、いつも「万物を新しくする」主の臨在を感じ取るように招かれていることを忘れてはなりません。

６　変化する状況に適切な答えを絶えず見いだそうとする姿勢と、時のしるしをキリスト者の目で読み取り解釈する努力があれば、奉献されたフランシスカン生活は、その偉大な預言的活力を維持し、発展させることができ、いつの時代にも、また、どこにいても、それを目に見える有意義なものにすることができます。

困難な時代、再建（Re-foundation）の時代

７　私たちの時代は「困難の時代」と言われています。新たな刺激を戴くべき「困難な試練の」（VC13参照）の時代と言われています。その一方で私たちの切り抜けている状況は、私たちが「聖福音の預言の言葉を、快適な生活様式に適応させるために自家流に同化させる」ことのないようにと求めています。これに対して私たちは聖霊を受け入れ、個人及び修道会のレベルで「新たに生まれる」（Jn3,3）という福音的な心の強い要求を感じることを願っています（LpG2）。

８　時は今や、私たちが「意味を求めてやまない、この分断された不平等な世界を、ちょうどアシジのフランシスコとクララがその時代に行なったように聖福音による解放をもって内側から養うために、信仰体験とフランシスカン霊性の根本に」（LpG2）立ち返る時であると告げています。時は至り、私たちはそれを「明日」まで延ばすことはできません。今すぐに、必要なことだけに焦点を当て、私たちの「生活様式(forma vitae)」の根本要素に集中し、出かけていって全世界に散らばり、人々の中で触れ合って聖福音の善き知らせの証しをしなければなりません。

９　焦点を当て、集中し、散らばってゆくことは、たった一つの直感的真実の、大きな三つの動きです。奉献生活を再建するため、私たちの場合はフランシスカン生活を再建するため、地上に火を投ずる（Lk12,49参照）ため、持ち物をすっかり売り払って高価な真珠を一つ買う（Mt13,45-46参照）勇気を持つための動きです。フランシスコとクララが持っていたような勇気と創造力を持たなければなりません。それは世界と教会自身が私たちに求めているものです。この勇気と創造力は、落ち着いた識別と同時に福音的大胆さから始まり、私たちを歴史の観想に導くだけでなく、さらにこれから偉大な歴史の建設にも導いてゆきます（VC110参照）。そして、それは私たちのアイデンティティーの神学的明瞭さ（orthodoxy 正しい教え）に集中する絶え間ない努力だけでなく、最終的に新たな様式と新たな組織（orthopraxis 正しい実践）に落ち着く努力をも前提としています。

再建（Re-foundation）とは何か？

10　奉献されたフランシスカン生活はある種の「春眠」、倦怠、情熱不足の時期を通過しているようだと前に述べました。したがって、再建とは、新しい一日を始めるように、新しい春を祝うようにと私たちに呼びかけ、目覚めさせる効果をもたらすことをめざしています。それは、飛び跳ねたりせず、しかし休むこともせず、着実に歩きつづけるようにと「優しく、そして力強く」私たちを促しています。この意味で、再建とは次のようなものだと言うことができるでしょう。
1 創造的な忠実さ：つまり、過去を振り返るばかりでなく、現在をも考慮に入れ、未来を待ち望む忠実さのことです。

2 フランシスカン・カリスマの霊的、宣教者的側面を現代の文化的現実の中で読み直し、再生させること。

3 ラディカリズムへの招き：つまり、ルーツまたは根本に立ち返ること。それは、より意味のある生き方をするため、私たちの生活/使命が、生活の質から滲み出て目に見えるものとなるためです。

4 精神と実質両面での組織の見直し。それは、組織が生活の役に立ち、また、生活が組織を活性化するためです。

11　これこそ、まさに再建が目ざしていることです。すなわち、根本に、私たちの「生活様式」の本質に立ち返ることです。総集会も言っているように、その目的は、今日時のしるしを心に留めながら、私たちのカリスマの福音的価値をいっそうはっきりと目に見えるものにするような新しい様式と新しい組織に私たちの生活様式を変えるため、そして、それによって、私たちの生活と宣教活動がより意義深いものとなるためです。本当に偉大な歴史を作りたいのなら、本質に立ち返る勇気を持たなければなりません。もはや、刷新や、再生、再出発、再編成を唱えるだけでは不十分です。今はまことの再建、もしくは創造的な忠実さ、それも、私たちの生活に新しい外観を与えるようなものが必要とされています。部分的に繕ったり、継ぎ当てをしたりするのではもう間に合わないのです。私たちの「生活様式」という良いブドウ酒を新しい皮袋に入れる必要があります。私たちはもはや、渇きを癒してくれる水をためることのできない水溜めから水を引くことはできないのです（Jr 2,13参照）。小さき兄弟としての私たちの生活に意味を与える価値への私たちの渇きを確実に癒してくれ（Jn 4,10ss 参照）、それがなければ私たちをしばしば苦しめる「生ける水の源」（Jr 2,13参照）を求めて、「旅に出る」必要があります。

12　再建を通して試みていることは、家――私たちの生活と宣教活動――を、表面の修復や装飾にとらわれずに、堅固な岩の上に建てる（Mt 7,21-27参照）作業を続けることです。再建するとは、本質に焦点を当てることであって、二次的なものや流行に焦点を当てることではありません。「流行を娶る者はやがて寡婦になる」と繰り返し言われているとおりです。再建するとは、地平線上にあるものを見失わずに根源に戻ることです。再建するとは、「新たなフランシスカンの生活様式」をつくることではなくて、フランシスカンの生活様式を現代に適応させる新しい方法をつくり、それをもっとラディカルで、活力に満ちた、実りの多いものにすることです。再建が目指しているのは、生活様式を歪めたり、宣教活動を不毛なものにしたりしない適切な組織を生活/使命に与えることによって、それを再生することなのです。フランシスコが私たちの立場にあったらどうするかを考えて今日行動することが求められています。

13　一方、再建は、倦怠や無感動、決まりきった反復行動を矯正する方法でもあります。再建は頭と足と心を行動に移すことであり、生涯養成と大きな関係があります。したがって、常に柔軟性のある組織の中で（何ものも決定的と考えてはなりません）具体化される選択とも関わりがあり、その選択はまた、召命の司牧的配慮から養成、福音宣教、兄弟生活、統治形態、そして霊性そのものに至るまで、私たちの生活に非常に具体的な意味を与える戦略の中でも具体化されます。私たち小さき兄弟にとって、再建は、故郷はどこか別のところにあることを知っている「巡礼者や異邦人」のように、住居を定めずに移動し、探し求めながら、「巡回すること」と大きな関係があります。再建は、私たちの生活が持つ福音的活力への信頼を失った時には、それを回復してくれ、それが弱くなった時には、それを強めてくれるのです（VC63参照）。

14　このことを深く確信しておりますので、私は、すべての兄弟たちにこのプロセスに入るようにお願いしたいと思います。その際、結果を見ようと急いではなりません。よく言われているように、「種そのものが花になることはない」からです。しかしまた、休んでもいけません。休むと、どうしてもプロセスが麻痺してしまうからです。私たちの「生活様式」を未来あるものにしたいならば、次のタルムードの言葉を記憶に留めておきましょう。「あなたは仕事を完成させる義務はありませんが、仕事に着手しない自由は与えられていないのです。」これは私たちが勇気と創造力をもって、「朝の歩哨」としての自覚を持ちながら、そして、常に主に目を向けて、希望に満ちた未来を建設すべく働きながら、取り掛からなければならないことです。

なぜ再建が必要なのか？

15　奉献生活は、この世界に対する聖霊からの贈り物です（VC62参照）。聖霊は常に働いておられ、活力に満ちています。聖霊の働きは、すべてをキリストのうちに集約することによって（VC1-2参照）、教会と世界とを再生してくれます。この再生は、奉献者の生活と宣教活動にも影響を与えます（VC13;39;68参照）。それゆえに、すべてのカリスマはいつも歴史的なのです。カリスマは具体的な状況の中で生まれ、具体的な形をとります。

16　フランシスカン・カリスマもまた、教会と世界に対する聖霊からの贈り物です。それは明確な歴史的状況の中で生まれ、具体的な形となりました。それは、歴史的でダイナミックな現実です。それゆえに、フランシスカン・カリスマを時のしるしに照らして読み直し、解釈し直すことが必要なのです。しるしとは、「歴史の画期的出来事を測る人生の様々な出来事です。キリスト者はそれを通して、神から問われていると感じ、福音的応答をするように呼ばれています。このようにして、時のしるしは私たちの生活と人々の暗闇の中にある光に気づかせてくれます。それは希望を生み出してくれる灯火です」（LgP6）。

17　時のしるしを読み直し、解釈し直す努力をしなければ、私たちは発展性のない繰り返しの生活をして夢を無駄にし、少しずつ信仰から来る喜びを失ってゆく危険性があります（LgP6参照）。主は、歴史の出来事を通して私たちに語り掛けられます。そのような出来事の中で主の御声に耳を傾け、常に生きておられる主の現存を見つけるかどうかは、私たち次第なのです。そうすることができれば、私たちは、新しい天と地に渇いている世界に対して読み取り可能な生活のしるしとなることができるでしょう（LgP6-7参照）。「私たちは先人たちの働きを賞賛するだけで満足することはできません。むしろ、彼らから鼓舞され、励まされて、現代という歴史的時間の中で私たちにふさわしい部分を展開していかねばなりません」（LgP3）。今は、聖フランシスコの「イニシアティブと創造性と聖性を、勇気をもって刷新してゆく」（VC37; LgP 8参照）時なのです。教会と会が私たちにそれを期待しているのですから、私たちはもっと努力しなければなりません(VC 37; LpG 2 参照)。

18　「新しいブドウ酒を新しい皮袋に入れる」（Mk2,22参照）というたとえを借りて、それを私たちの生活に当てはめてみるならば、私たち小さき兄弟は、良いブドウ酒を持っていると言うことができると思います。台の上に置かれた灯火のように、家中のものと訪れるすべての人を照らす、非常に多くの兄弟の忠実さというブドウ酒。様々な活動において、利己的な打算なしに神の国の建設のために献身する若者と大人と年配者の寛大さというブドウ酒。自分の生活を通して、キリストの弟子であることの美しさを表す多くの兄弟の喜びというブドウ酒。そうです、私たちの「ブドウ酒の貯蔵庫」には良いブドウ酒があるのです。多くの兄弟たちの中に、現代世界が私たちに突きつける新たな問いかけに対して新たな答えを探そうとする善意と寛大な努力が見られます。多くの兄弟たちは、私たちの生活の優先課題を生き抜こうとする決然たる意志を持ち、それをより目に見える、しかも意義あるものにしようとしています。

19　そうです、ブドウ酒は良いのです。でも何かが欠けています。何かがうまく働いていないのです。私たちは、向こう岸に渡る勇気、槍をもっと遠くに投げ、沖に漕ぎ出す（Lk 5,4参照）福音的大胆さに欠けているのだと思います。過去の記念となるだけでなく、未来の預言ともなる（NMI 3参照）勇気が必要だと思います。私たちの生き方が持つ福音的な活力に対する信頼が必要なのだと思います(VC 63参照)。私たちにはこれらのすべてが欠けていて、あまりに現実的で、不安に満ち、無感動になっているのだと思います。私たちはある種の食欲不振を抱えて生きているようなのですが、もっと激しさをもって生きる必要があります。私たちは、個人としても、修道会としても回心する必要があり、それは緊急の課題です。精神（ブドウ酒）を回復するだけでは不充分で、それを入れるふさわしい組織（皮袋）をつくる必要があることを認めなければなりません。兄弟の皆さま、今こそ、創造の時、再建の時なのです。

再建に向けての重要な動き

20　再建は、すでに述べたように、焦点を当て、集中し、散らばってゆくという三つの動きから成るダイナミックなプロセスです。

21　私たちにとってすべてであるもの、すなわち、「善、全き善、最高の善」（LDA4）に焦点を当てること。それゆえに、「主に心を向けること」（RnB 22,19）はすべての小さき兄弟の最優先事項でなければなりません。「清い心と純粋な精神をもって、神である主に仕え、主を愛し、尊び、礼拝する」（RnB 22,26）ために「あらゆる障害物」を遠ざけ、「あらゆる心配」を捨てることが、フランシスコのやり方でイエスに従おうとするすべての人に突きつけられた大きな課題なのです。

22　分断や分散を回避するために、本質的な要素に集中すること。私たちにとって本質的なことは、私たちを「宣教する兄弟共同体」として位置付ける優先課題の中に含まれ、公式に表明されています。宣教する兄弟共同体は優先課題の中の五つの価値を、二次的な選択としてではなく、徹底的に聖福音に基づいた生活を営むのに必要な、また、その結果生まれたものとして受け入れ、生きるのです。したがって、それは任意に選択できるような価値ではなく、聖福音に対する私たちの忠実さの要となるものです。

23　出かけていって、私たちの修道院である世界に散らばり、そこで、言葉と行いで主の御教えの証しをたて、「彼以外に全能の神はましまさないこと」（LtO 9）を告げ知らせること。私たちは自分自身のためではなく他者のために生きるよう招かれていること、私たちの兄弟共同体は自分たちのためではなく、神の国を証しするためにあることを認識しなくてはなりません。

24　焦点を当て、集中し、散らばってゆくこと：これらの三つの動きは、フランシスカン生活を本当の意味で再建するのに欠かせない動きです。焦点を当て、集中し、散らばってゆくこと：これら三つの動きは不可分のものです。焦点を当て、集中し、散らばってゆくこと：これら三つの動きは、私たちの生活と使命を問い直し、歴史の教訓を忘れずに、本質に立ち返るようにと私たちを招いています。

25　修道生活・フランシスカン生活は、たとえて言うならば、聖金曜日よりも聖土曜日に近いと思います。つまり、希望の時間であって、すでに、しかしまだという、十字架上の死とご復活の間の時なのです。それは、出産の時であり、生みの苦しみにように、困難ですが、きわめて実りの豊かな時なのです。得るために失い、生きるために死に、この再建のプロセスに取り掛かる覚悟のできている人々が、その根本的な選択において強められ、切り抜ける決定的な時なのです。

Ⅱ．小さき兄弟会創立８００周年
１２０９－２００９
－創立の恵み－
１　小さき兄弟会は創立８００年を祝おうとしています。すべては、聖フランシスコの福音的な回心から始まりました。それは、神の無償の愛の導きによるものです。
主は、私・兄弟フランシスコに、償いの生活を、次のように始めさせてくださいました。私がまだ罪の中にいた頃、ハンセン病者を見ることは、余りにも耐え難く思われました。それで、主は自ら私を彼らの中に導いてくださいました。そこで、私は彼らを憐れみました。そして、彼らのもとを去った時、以前に耐え難く思われていたことが、私にとって魂と体の甘味に変えられました。こうして私は、その後しばらくとどまって、世俗を出ました。

２　このことが起こった「時期は定かではありませんが、遺言の書かれる２０年ほど前、恐らく１２０５年頃だったと思われます。
」どの始まりも、すでに直観力を含んでいます。それは、光と影の間で、前進する力と後退する歩みとの間で明らかになるのです。ここで、私たちはすでに未来の恵み全体を読み取ることができます。

３　ハンセン病者との出会いの後、主はフランシスコをサン・ダミアノに導き、ポルチウンクラに向かう使命を与えて福音的な宣教様式を示し、最初の宣教旅行に同伴する兄弟を賜としてお与えになりました。この体験の後、ポヴェレッロは、生活様式を「わずかな言葉で単純に」、「聖福音の教えに従って」書きしるさせました。それは、主自らがフランシスコに啓示されたことで、後に教皇に「裁可」されました。
 「兄弟フランシスコのまわりに集まった兄弟共同体は、１２０９年にその生活様式を教皇に認可されたのです。」

４　８００年祭は、会の兄弟共同体全体にとって、また、フランシスカン家族にとって、カイロス、すなわち、会自体の「再建（Re-foundation）」を促す真の適切な恵みの時となり得るのです。それは、新しいイニシアティブ、新しい生活を考慮することによって、次のような意味があります。
a) フランシスカンのカリスマ的価値を再認識しながら、人間として、キリスト者として、フランシスカンとしての召命の体験の本質に立ち返る絶好のチャンス。
b) フランシスコとクララがその当時したように、聖福音の解放の力を借りて、人生の意味を求めているバラバラになった不公平な世界を、和解と正義と平和を推進することによって、養う
 絶好のチャンス。「福音生活およびイエス･キリストの弟子であることにおける成長の旅路」
を、創造的な忠実さのうちに
 歩む「濃密な時」。

５　ご托身の恵みを通して、私たちは歴史を、神学的な場所、救い主キリストの出来事を祝う時の神秘として認識します。したがって、私たちの兄弟会が誕生したことを祝うことは、私たちの生活を解放し、回心させるチャンスとなるのです。私たちは、この世では旅人となり、異邦人となるように、民族、文化、宗教を問わず、すべての善意の人々、特に無力な貧しい人々の旅の道ずれとなるように、招かれています。ですから、私たちは私たちの「生活様式」の誕生を、変化の激しい未来の不確かな歴史のこの時期に、すべての人と充分に分かち合いながら祝うのです。

６　自分の殻に閉じこもりたい誘惑にかられることもあるでしょう。私たちが生きているこの時代は過渡期であり、奉献生活にとっても大いなる清めの時期です。したがって、今は謙遜で強い信仰を発揮する時であり、答えを求めたり、努力の成果を期待したりしないで、生活を新たにしながらすべての人と対話を続ける時なのです。

７　ですから、準備段階は、再び次のことを受け入れる旅路となります。
a) 歴史の「きょう」という日に生きて、ハンセン病者の顔と主の御顔を、つまり、貧しい人と十字架に付けられた主を見出しながら、小さき兄弟としての召命の恵みを受け入れること。

b) 私たちの勇気をくじくようなしるしに満ち溢れたこの世界で、福音的な生活を、「福音書という命と活力の本」（それは会則でもあるわけですが）に描かれているイエスの弟子であることを通して、個人として、また兄弟として今日生きようとする大胆で創造的な決意を受け入れること。

c) フランシスカンの召命の賜物に対する驚嘆と感謝の念を受け入れること。それは、その召命の賜物を世界と教会の前に新たに宣言し、自分自身を全面的に兄弟共同体に委ねながら、言葉と行いによって世界、教会、兄弟たちに還元するためです。

８　私たちはこのように支えられているので、自画自賛するなど毛頭考えておりません。私たちは会の創立の生き生きとした思い出を持ちつづけたいのです。また、１２０９年から今日に至るまで、創造的な忠実さをもって、アシジのフランシスコの「夢」―教会の中で聖福音に従って生きることが可能であるということ―を受け入れ、実行してきた多くの小さき兄弟たちの生活と宣教活動のおかげで、私たちはこの思い出を体験するという恵みをいただいています。

９　創立から８００年経った今も、私たちはこの夢を受け入れます。それは聖霊の力によって、その夢が今日新しい形をとり、時々疲れた私たちの歩みを促し、私たち宣教する観想的兄弟の生活の将来に影響を残すためなのです。

10　総長と総理事会は、私たちの生活様式が含んでいる聖福音の実態と力を「言葉と行いによって証しする」自らの任務を自覚して、一人ひとりの兄弟に、そして各共同体および管区に、一つの旅程の作成を依頼いたします。それは、

私たちの生活様式の本質的諸要素の上に

私たちの生活と宣教活動を再建するために

必要な識別に取り掛かることによって

私たちの生活と活動の様々な場で、理想において共に歩ませてくれる旅程です。

11　聖フランシスコの次の言葉は、私たちに道を示してくれています。
尊敬され、大いに愛されるべきすべての兄弟、すなわち、小さき兄弟会の主である総長・兄弟○○とその後を継ぐ他の総長たち、すべての管区長と長上、およびキリストにおいて謙遜な本兄弟会の司祭、そして単純で従順な古参と新参のすべての兄弟に、あなたたちの小さいしもべであり、無価値で弱い者である、私兄弟フランシスコは、御自分のいと貴い御血で私たちを贖い清めてくださったお方において挨拶を送ります。その御名を聞くたびに、・・・畏れと敬いをもって礼拝してください。・・・そして私の言葉に耳を傾けてください。あなたたちの心の耳を傾けて、神の御子の声に従いなさい。心を尽くして主の掟を守り、完全な精神をもって主の勧めを果たしなさい。主は慈しみ深い方ですから、主に感謝しなさい。あなたの業で主をほめたたえなさい。なぜなら、主があなたたちを全世界にお遣わしになったのは、言葉と行いで、主の御教えの証しをたて、彼以外に全能の神はましまさないことを、すべての人に知らせるためだからです。主からしつけられる時に堪え忍び、聖なる従順のうちに堅忍しなさい。主に約束したことを寛大でゆるがぬ決心をもって守りなさい。神である主は、私たちを子として扱われるのです。

12　これと同じような気持ちをもって、会の創立８００年祭の準備のアウトラインを皆様に提案したいと思います。それは、２００３年総集会の総括文書「主があなたに平和を与えてくださいますように」と「２００３年―２００９年の六ヵ年の優先課題」とに基づいています。

13 ２００６年に始まり、２００９年の祝典で終わります。

14　ここではアウトラインだけを提案いたします。それは、「兄弟たちがどこにいても」、自分が住み、働く場所の言語や文化、人々、教会の中でこの旅路を歩み通すことができるためです。

祝典の旅路

15　旅路は三段階に設定されています。いずれも次のような方法で適切な時期に向けて導きます。
1. 傾聴、会話、福音的な識別（２００６年）；

2. 個人として、また兄弟共同体として福音に基づく生活を提唱する能力を、聖なる活動を通して具体化する（２００７年）；

3. 驚嘆の念と感謝の念をもって私たちの召命の偉大な賜物を祝い、それを言葉と生活によって証しできるようにする（２００８－２００９年）。

16 各段階には次のことを提示します。
a) 聖フランシスコの回心の旅路からキーワードを一つ；

b) 達成すべき目標；

c) 総理事会、各事務局、および会の活性化のために働く緒担当室によって作成のされる「優先課題」達成のための手引き、また総集会の総括文書からヒントを得たいくつかの手引き；
d) 兄弟フランシスコとその仲間たちおよびこの８世紀にわたるその他の多くの兄弟たちの回心と福音的生活から受け継いだ召命と使命の恵みについて、私たちは神の民に寛大で忠実な応答をする義務があるが、その応答の仕方。

17　上に述べた旅路の各段階において、召命と使命の共通の起源を持つフランシスカン家族のメンバーを積極的に参加させるように配慮する必要があります。

２００６年：生活を変えるために耳を傾けよう
「主よ、私に何をお望みですか？」
主が今の私たちの生活に何を求めておられるか、主の御意志に耳を傾け、回心し、識別すること

18 私たちはどの方向に向かっているか？
a) 小さき兄弟がその生活と宣教活動において自分が「だれ（何者）」であるかを個人として、また共同体として共に再発見する方向に向かって。第三の千年紀の初めに、私たちのアイデンティティーを見直すようにとの呼びかけを受け入れつつ、フランシスコの直感に基づいて教会の中で生きた人々と福音に忠実でありながら。

b) 小さき兄弟たちの特徴に従い、宣教する兄弟共同体としてのあり方を見直す方向に向かって。「全世界に赴くように」
、「人々に平和と罪の赦しのための悔悛
」を宣べ伝えるように、そして、ハンセン病者の顔とイエス・キリストの御顔、すなわち貧しい人々と十字架につけられた主を再発見するようにとの呼びかけを受け入れながら。
19 どのような手段で？
a) 現代の人々のことを考え、時のしるしを注意深く読み、解釈しながら、フランシスカンの伝統に基づいて神の御言葉を祈りを込めて読むことにより、耳を傾ける能力を養うこと。

b) 「猶予期間」のようなサバティカルの時期を大いに活用すること。すべての兄弟は「立ち止まる勇気」を持つべきです。したがって、管区や管区長協議会は、各兄弟が召命の恵み、神や兄弟との関係、世界との関係を再発見・再確認し、時代に即した神学的・専門的知識を持つことができるようなプログラムを作成するべきです。

c) 今日の兄弟たちの生活と宣教活動を改善する適切な手段を識別するために、各管区で、臨時集会や会議を催すもっともふさわしい方法を見いだすこと。

d) 管区長はその理事会と共に、総本部の事務局の協力を得て、今日の小さき兄弟が「だれ（何者）」であり、その使命が何であるかを識別する助けとなるガイドブック（aids）を作成すること。

20 具体的で効果的なしるしを用いて
a) サン･ダミアノの十字架を各兄弟に示すこと。

b) よりまじめで根本的な生活を通して、現代の「貧しい人々」との分かち合い、小ささ、連帯の具体的なしるしを示すこと。

２００７年：大胆に福音を生きよう

「これこそ、わたしが望み、探し求め、心からしてみたいと熱望していたものです。

それで聖なる父は喜びにあふれ、自分がいま耳にしたばかりのためになる言葉を実現しようと気負い立ち、この聴いたことに取りかかるまでに邪魔など入って、それが少しでも遅れることに我慢がならないという様子でした。」

私たちの個人的・兄弟共同体的生活を、現代社会にふさわしい形で、福音に基づいて設計すること

21 私たちはどの方向に向かっているか？
a) 今日、個人として、また兄弟として、聖福音と会則を「単純に何の傍注も加えずに理解し、聖なる行いをもって最後まで守る」ようにとの大胆で、創造的な決意に向かって。私たちの勇気をくじくようなしるしに満ち溢れたこの世界で、「福音書という命と活力の本」、すなわち会則に記されているイエスの弟子であることを通して、福音的生活を送る方向。

b) 私たちを取り巻く現実を見定め、聖福音と会則、会憲、総則および会の優先課題に照らして、管区レベル、地域レベル、個人レベルの生活と宣教活動のプロジェクトを作成することをめざして、具体的かつ預言的な選択を行なう方向。

22 どのような手段で？
a) 聖福音と会則に対する新たな忠実さを表現するために、兄弟たちや各管区を様々な怖れや様々な形の私物化から解放するような具体的で預言的な選択を遂行するよう、管区会議や修道院会議を励ますこと。

b) 本質に、そして今日の私たちの生活と宣教活動の中心に立ち返るという意味で、｢再建｣を実現させるために、各管区で優先課題を念頭に置きながら、管区生活プロジェクトを作成し、評価すること。

c) 各地域の兄弟共同体が兄弟的共同生活プロジェクトを作成し、評価するように、また各兄弟が自分の個人的生活プロジェクトを作成するように配慮すること。

d) すべての管区で、優先事項の一つとして生涯養成を再び選択すること。特にフランシスカン的特徴が実践面でも理論面でも重視されるべきです。それは、生活と宣教活動に関する管区プロジェクトの価値が「個人」の中に活かされるためです。

23 具体的で効果的なしるしを用いて
a) 聖福音、会則、会憲の遵守をすべての兄弟に課すこと。

b) 連帯を目ざす、共同体として公の新しい取り組み、新しい形の福音宣教、海外宣教参加への新しい意欲。正義・平和・環境保全を優先すること。エキュメニカルな対話、諸宗教間の対話、異文化間の対話を促進すること。

２００８－２００９年：言葉と生活を通して主にすべてをお返ししよう！

「いと高きお方が自ら、聖福音の教えに従って生活すべきことを、啓示してくださいました。それで私は僅かな言葉で単純にそれを書き記させ、教皇は私のために裁可してくださいました。」

召命の賜物を祝うに当たって、驚嘆と感謝の念を持つこと

24 私たちはどの方向に向かっているのか？
a) 私たちの召命の賜物を祝う方向。

b) いただいた賜物を、言葉と行いを通して、世界に、教会に、そして兄弟たちに還元する方向。小さき兄弟たちの会則と生活を再び宣言し、心を込めて自分自身を兄弟共同体に委ねることによって。

25 どのような手段で？
a) 自分の持ち物を放棄して、私たちの主人であり、守護者である貧しい人々に還元する具体的な方法をすべての管区で考えること。

b) すべての地方の兄弟共同体において、連帯と分かち合いの観点から、私たちの住空間の使用を見直すこと。

c) 福音宣教のために活用している手段が、私たちの小さき者である身分にふさわしいものであるように見直すこと。

d) すべての管区において、福音化活動の中で最も「宣教的」であるものを優先事項として選び取ること。

e) 召命をいただいたことを思い起こして感謝し、生活を見直し、献身を新たにする機会として、この期間に各兄弟は修道誓願を更新すること。

26 具体的で効果的なしるしを用いて
a) キリスト者として、またフランシスカンとしての召命の賜物をいただいたことに対して、いと高く、善にまします主を称えつつ、慈しみ深い御父に対する感謝を公の祝典で捧げ、私たちの富みと豊かさのすべてであられる神に属している喜びを一人ひとりが新たにすること。

b) 神の民の前で、修道誓願を更新すること。各管区においてはそれぞれの管区長の下で、また、２００９年の総集会の時には教皇の下で。

27 未来に目を向けて

28 ｢悔い改め｣の精神で喜びに満ちて生きるために全世界に分散している親愛なる兄弟の皆さま。
29　このアウトラインを皆さまにお送りいたします。これが、私たちの国際的な兄弟会の福音的な生活を再建する絶好のチャンスとして受け入れられることを信じております。この再建は、聖霊がこの困難な時代に準備してくださる未来への希望を膨らませつつ、世界のために教会との深い交わりのうちに行なわれるものです。

30　このアウトラインと共に、創立の恵みを大切に守った聖クララの言葉を皆さまにお送りしたいと思います。彼女の遺言に記された召命の始まりの思い出は、私たちが今日受け継ぎ、将来にも引き継がせるべきカリスマの、この生き生きとした記憶を共にするようにと私たちを招いています。

主のみ名によって。アーメン。

私たちに寛大である、あわれみ深い御父から、私たちが過去に受け、今も日毎に受けている恵みの中で、私たちの召命の恵みは偉大です。そのためにキリストの栄光ある御父に大いなる感謝を捧げるべきです。この召命は他のものより完全で優れているのですから、私たちはいっそう感謝すべきです。そのために使徒が『あなたがたが神から召された当時のことを考えてみなさい』と述べています。（TestCl 1-2）
総長と総理事会
活動
1 聖フランシスコの書き物の改訂批判版（第3版）を、短い注釈をつけて出版する。

2 会の主要言語で会則を出版する。

3 会の第一回会憲から現在の会憲にいたるすべての会憲を出版する（ラテン語）。

4 会の公文書の手引書を出版する（１９６３年から現在まで）。

5 AFH（フランシスコ会史選集）の臨時増刊を出版する。

6 正義・平和・環境保全（ＪＰＩＣ）の国際大会を開催する（２００６年）。

7 霊的な総集会を開催する（２００６年）。

8 生涯養成担当者の国際大会を開催する（２００７年）。

9 国際大会：「小さき兄弟会の昨日と今日」を開催する。

10 海外福音宣教に関する国際大会を開催する（２００７年）。

11 会の若い兄弟たちのためにアシジで幕屋の集会を開催する（２００７年）。


小さき兄弟会　創立８００周年に向けて


１２０９～２００９
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